
施策名 課題等 主な取組 総合評価

①交通安全

対策の推

進

・全死者に対して高齢者が半数以

上の高い割合を占めている

・悪質・危険な運転による悲惨な

重大事故が後を絶たない

○交通事故情勢を踏まえた効果的・効率的

な交通安全活動の推進

○交通事故抑止に資する交通指導取締りの

推進

ほか３つの取組

概ね順調

に展開

②交通事故

のないま

ちづくり

・高齢運転者が原因となった事

故の割合が増加

・道内で飲酒運転を伴う死亡事故

が後を絶たない

○飲酒運転を根絶するための取組

○夜光反射材の効果や必要性について理解

を深めるための啓発

ほか８つの取組

概ね順調

に展開

③治安対策

の推進

・認知件数・被害額ともに高い水

準を維持している特殊詐欺

・人身安全関連事案や国際テロ、

サイバー空間の脅威も深刻化

○犯罪の起きにくい社会づくり

○子供、女性、高齢者等の犯罪被害防止等

○テロの未然防止

ほか３つの取組

概ね順調

に展開

④安全で安

心な地域

づくり

・安全で安心な地域づくりに向け

た道民運動の推進が必要

・犯罪被害者等への総合的な支援

が必要

○安全安心な地域づくりメールマガジンの

周知や登録者の増加促進

○北海道犯罪被害者等支援懇談会の開催

ほか２つの取組

効果的な

取組を検

討し引き

続き推進

⑤薬物乱用

防止対策

の推進

・今後の社会を担うべき青少年の

乱用問題が深刻化

・若年層の大麻による薬物事犯が、

依然として後を絶たない

○普及啓発、薬物乱用防止教室実施、麻薬

等の適正管理・使用に向けて立入検査

○重点除去地域を中心に野生大麻及び不正

けしの除去対策

概ね順調

に展開

⑥安全・安

心な教育

環境づく

り

・犯罪が後を絶たない

・様々な災害に備える必要

・ｲﾝﾌﾗ整備が十分に進んでいない

・国際的に活躍できる人材の育成

○学校における生活安全に関する教育の充

実

○交通安全に関する教育の充実

○災害安全に関する教育の充実

効果的な

取組を検

討し引き

続き推進

⑦消費生活

の安定と

向上の推

進

・様々な消費者被害が依然として

後を絶たない

・消費生活に関する知識の習得な

ど消費者の自立支援を図る必要

○市町村における消費生活相談体制の維持

強化等を図る取組を支援

○若年者向け消費者教育･啓発の取組充実

ほか５つの取組

概ね順調

に展開

⑧生活衛生

対策の推

進

・大型商業施設や生活衛生関係施

設の衛生的環境の確保が必要

・不適切な衛生管理は道民生活の

衛生水準の低下に繋がる

○特定建築物の届出受理及び報告徴収

○生活衛生関係営業施設に対する許可や監

視指導要領に基づく監視指導

ほか３つの取組

効果的な

取組を検

討し引き

続き推進

道民の命とくらしを守

る安全・安心な社会づ

くり

②交通事故のない

まちづくり
（環境生活部）

⑧生活衛生対策の

推進
（保健福祉部）

④安全で安心な地

域づくり
（環境生活部）

⑥安全・安心な教

育環境づくり
（教育庁）

⑤薬物乱用防止対

策の推進
（保健福祉部）

③治安対策の推進
（警察本部）

①交通安全対策の

推進
（警察本部）

安全で安

心な社会

づくり

安心して

暮らせる

北海道

犯罪のない安

心で安全な社

会づくり

衛生的環

境確保

薬物乱用

禁止再使

用防止

地域特性や実情等を

考慮した教育環境
施策間連携

施策間連携

【政策の方向性と施策の関係】

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】

1 分 野：生活・安心

(5)  政 策 の 柱：道民生活の安全の確保と安心の向上

A    政策の方向性：道民の命とくらしを守る安全・安心な社会づくり

⑦消費生活の安定

と向上の推進
（環境生活部）

交通死亡

事故抑止

の取組

施策間連携

施策間連携

消費者教育、被

害の防止・救済

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0305PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0409PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0306PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/1102PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0408PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/2101PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/2102PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0307PDC.pdf


刑法犯認知件数（件）(施策③⑤) 重要犯罪の検挙率（％）（施策③⑤）

客観証拠を重

視した捜査を

推進したこと

により、目標

値を大きく上

回る

犯罪の抑止につ

ながる警戒・検

挙活動や犯罪情

勢に即した犯罪

抑止対策など

様々な取組の実

施により刑法犯

認知件数が減少

【関連指標】

消費者被害防

止地域ネット

ワーク設置促

進事業（H26
～）の取組が

奏功し目標を

達成

消費者被害防止地域ネットワーク組織数（施策⑦）

<総合計画施策推進状況>

【総合計画の指標】

市町村教育委員

会や学校に組織

的に働きかけを

行っている。各

学校の実情によ

り取組の違いが

見られることか

ら、目標値には

未達

防犯訓練等の実施状況（小学校、中学校、

高等学校）（施策⑥）

二次医療圏ごと

に地区協議会を

設置し、薬物乱

用防止啓発活動

等の実施により

目標を達成

交通事故死者数（人）（暦年）（施策①②）

子供と高齢者の

安全確保等を重

点とし、街頭指

導や交通安全活

動を推進すると

ともに、交通取

締りを効率的に

実施するなど、

各種施策を推進

薬物乱用防止啓発活動を行っている北海

道薬物乱用防止指導員各地区協議会数

（施策⑤）

更に内容の充実

を図り、速報性

を高める等の課

題に取り組むほ

か、様々な媒体

や各種行事等を

活用して、登録

依頼の強化が必

要

「安全安心な地域づくりメールマガジン」

登録者数（施策④）

(件) (％)

(人)

(登録者数)

(％)
(協議会数)

(組織数)

【ほか１つの関連指標】

1 分 野：生活・安心

(5)  政 策 の 柱：道民生活の安全の確保と安心の向上

A    政策の方向性：道民の命とくらしを守る安全・安心な社会づくり
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